
大問一 

問 1 

ヘヤー社会には、ものごとは試行錯誤を繰り返して、自分で覚えていくものだという文化が

あり、人々は教わるという意識をもっていないから。 

問 2 オ 

問 3 

ヘヤーの子どもたちは、客観的には筆者の折り鶴を見て覚えているが、主観的には自力で折

り紙に取り組んでいるのであり、教わっているという意識はないから。 

問 4 

機械の取り扱い方は自分で覚えようとするヘヤー方式より、教師に教わるエスキモー方式

の方が能率的に習得できるから。 

 

大問二 

問 1 エ 

問 2 

津波が起きたときのことを知りたいのに、その場にいた人にわからないと言われたら、他の

誰に聞けばいいのか見当もつかないから。 

問 3 

旅人は津波に大切な人を奪われた人々の悲しみの深さを知って言葉を失い、おばあさんの

話にうなずくことすらできなかったということ。 

問 4 

死んだ人は津波に襲われてあっという間に命を失ったため、その後のまちや人々の様子が

全くわからないので、もっと知りたいと強く思ったから。 

問 5 

津波で多くを失った人々に何もしてやれず、一番つらい思いをしているのは死んだ人であ

ることを忘れていたことに気づいたから。 

問 6 

旅人が津波で死んだ人たちの無念や、生き残った人たちへの思いをしっかりと受け止めて、

震災の悲惨さを次の世代に伝えていこうと決意したということ。 

 

大問三 菜の花や月は東に日は西に 


